
佐見小保護者説明会 会議録 

 

１．日 時  令和８年２月５日（木）午後７時３０分から午後９時００分 

２．会 場  佐見ふれあいセンター 

３．参加者  保護者 別紙参加者名簿のとおり 

    町教育委員会 鈴村教育長、鈴村課長、高木係長、安江 

４．資料等  今後の学校再編方針案について 

 学校再編パンプレット 

５．記 録 

（１）開会あいさつ 鈴村教育長 

 

（２）資料説明   鈴村課長 

 

（３）質疑・意見等   

 

〇男性 A 

 佐見中学校と白川中学校が統合した後、問題は発生していないか。 

〇鈴村課長 

 統合後にアンケート調査を行った。回答の中で多かった意見としては他地区の子との交

流が増えたり、白川や蘇原の歴史や文化について知ることができたというもの。また、人数

が増えたことでクラブ活動が充実したという意見も多かった。課題としては、通学時間が長

く負担となっており、疲れてしまうという意見があった。少しでも負担を緩和できるように、

スクールバスを２台体制で動かすといった対応をしている。 

 

〇男性 B 

 義務教育学校になるという案はなくなったのか。 

〇鈴村教育長 

 なくなっていないが、当面は３小１中でやっていく。義務教育学校という案を出したとき

は小学５年生から（仮称）美濃白川学園に入るという想定だったが、児童数がかなり減って

おり、当初の案を出したときと状況が変わっている。今後についてはいくつか案があり、そ

の一つとして義務教育学校にするという案は残っている。 

 

〇男性 B 

閉校と休校の違いは何か。 



〇鈴村教育長 

 閉校をすると学校がなくなるが、休校の場合、条例上は学校が残るため子どもの数が増え

た場合に再開することができる。閉校した場合、再開するためには学校を新設するにいう扱

いになる。休校から再開した例は少ないが、青森県で休校した学校が再開したという事例が

ある。 

 

〇男性 A 

 幼児数をみると、令和１３年には町全体で見ても非常に少なくなっている。今後、金山や

東白川などの近隣の町村と学校間で協力していくということはないのか。 

〇鈴村教育長 

 今のところそのような話は近隣の町村間で出ておらず、各々でやっていくことを考えて

いる。町や村という枠がある以上、各々でやっていくのが基本的な考えとなるが、将来的に

自治体という枠を超えてやっていく可能性が出てくるかもしれない。 

 

〇男性 A 

子どもが家から遠く離れたところにいるというのが不安要素で、不測の事態が起きた時

が怖い。一方で、学校間の交流が増えイベントなどを楽しみにしており、子どもからすると

プラスなので続けてほしいと思う。 

〇鈴村教育長 

 白川中学校の緊急時の引き渡しについて、白川や蘇原地区は学校まで迎えに来てもらっ

ているが、佐見地区は佐見ふれあいセンターで引き渡しをしている。学校まで迎えにくる場

合、切井からでも２０～２５分ほどで到着するが、有本から中学校まで迎えに来ると片道４

０分ほどかかってしまいとても大変なので、佐見ふれあいセンターまで送っている。現在は

小学校と中学校が別々のところにあるため、まずは小学生を送り、その後中学生を送るとい

う動きになり、どうしても中学校は遅くなる。これが、統合した学校になると小中学生が一

斉に帰ることになるため、今より緊急時の下校はよくなると思う。 

 小学低学年の子どもにとって河岐から佐見までの距離はかなり長く、負担になる。飛騨市

では、通学距離が長くなりすぎることを考慮して、統合は中学のみにし、小学校の統合を行

わなかった事例もある。 

 

〇男性 B 

 通学の距離や時間が不安。大雨などで道が通れなくなってしまった場合の迎えをどうす

るかが心配。また、長時間バスに乗ることを想定した場合、どのようなことが懸念されるか。 

 



〇鈴村教育長 

 現在でも大雨が想定されるときは警報が出る前に返すことを意識しているが、小学生を

返した後に中学生を返すことになるので、中学生を返すまでに警報が出てしまったという

ことがある。そこで、保護者が学校に迎えに来るまで待機させることも可能。また、返すこ

とが危険だと思われる場合は学校にしばらく待機させることもある。 

 長時間のバスの乗車については、先ほどの疲れるという意見や長時間同じ姿勢でいるこ

とで、体が眠ったような状態になってしまうことが懸念される。そのため、学校についてか

ら５～１０分程度体を動かし、リセットするための時間を設けたいと考えている。 

明確なデータがあるわけではないが、バス通学になると、徒歩での通学と比べ地域に対す

る思い入れが生まれにくくなる可能性がある。その点、中学生は体力がついてきて、友達関

係ができたり大人数でスポーツができるということで統合を行った。 

 

〇男性 B 

 バスに乗っている時間を授業時間のように扱えないか。 

〇鈴村教育長 

 授業として扱うことはできない。佐見中が統合になるときに、音楽や英会話などを流すこ

とを考えたことがあるが、一般に流通しているものだと著作権に抵触するので難しい。 

 

〇男性 C  

 バスの座席に教科書立てのようなものをつけることはできないか。可能であればやって

ほしい。 

〇男性 D 

 バスの中で教科書を読むと酔ってしまうのではないか。 

〇男性 E 

 小学 1～3 年生の子を長時間バスに乗せるのは厳しいと思う。低学年は分校として残し、

それ以上は統合というやり方にして、学校だけでなくみんなで子どもを育てるのがいいと

思う。 

〇鈴村教育長 

 当初、１～４年生を分校として存続する案を出したときはあまり歓迎されなかった。小学

４～５年生が子どもの成長の節目となるので理に適っていると思う。しかし、子どもの人数

がかなり少なくなっており、どのような配置にすることが望ましいか、みなさんと考えてい

きたい。 

 

 



〇男性 C  

 合同学習をする機会を多く設けてほしい。特に運動会を少人数でやるのは厳しいので合

同でやってもらいたい。 

〇男性 E  

 学校がなくなると地域が衰退する。 

 先ほど話に出た運動会について、テレビで珠洲市の事例を見た。小中４人だけで開催した

が、地域や大学の学生が参加して盛り上げたそうなので、やり方を工夫して低学年だけでも

存続していただきたい。 

〇鈴村教育長 

 合同での活動については、保育園の子が小学校に来たり、別の保育園へ行ったりして交流

をしている。また、小学校同士の合同活動も増えており、今年から５年生の宿泊研修は全町

でクオーレに泊まっている。６年生の修学旅行も全町で京都奈良へ行った。佐見小学校は全

校で朝の会を行うなど、縦のつながりが強い。一方で、佐見だけだと同級生が少ないので、

同級生と交流する機会を増やしたいという思いがある。 

 

〇男性 D  

 校長先生と教頭先生が来ているので伺いたいが、少人数で授業を行う場合と大人数で行

う場合で学力に差は生まれるのか。 

〇村上校長 

 少人数の方がきめ細やかな指導や支援ができる。佐見小学校は少人数、大人数関係なく、

主体的に学べるような指導をしている。発表会等で、物怖じせずに堂々と自分の意見を伝え

ることができている。学力は反復して身についていくものであり、授業以外の学習時間の影

響があるので、どちらの方が身につくと答えることは難しい。 

〇男性 E  

 昨日、白中の参観に行った。佐見の子は他地区の子と少し違っている気がして、がんばっ

ている子が多いと感じた。 

〇鈴村教育長 

 宮古島の子どもたちが白川に来たときに、歓迎の言葉を佐見の子が話してくれた。メモを

読んだりせず、力強く堂々と伝えており、相手方の引率者が驚くほどしっかりと話せていた。

佐見の子は小学校でしっかり指導されており、中学校でも佐見出身の子が生徒会に立候補

するなど存在感を発揮していると思う。 

 

〇男性 C  

地域の行事や集まりなどが多く、何もない日が少ない。特に学校が統合すると保護者は、



佐見地区だけでなく全町での集まりなどが増える。仕事から帰ってきた後にまた白川に出

ていかなければいけないこともあり、空いている日をつくらないと保護者が大変。学校、自

治会、町全体で様々な会議や役があるので減らすことを検討してほしい。 

〇鈴村教育長 

教育委員会では社会教育関係の行事が多いので検討していく。 

〇鈴村課長 

 町全体として行事のあり方を検討したい。 

 

〇男性 E  

スクールバスの動きはかなり複雑で、よく考えられていると思う。 

〇鈴村課長 

 現在スクールバスは７台あり、１台予備車がある。公共交通と連携しながら運行している。 

 

〇鈴村教育長 

 来年度の佐見小の入学者は０人で、全ての学年で複式となり３学級になる。０人のところ

に子どもが来てくれるといいと思っている。 

〇男性 E 

 佐見も移住者のおかげで成り立っている面がある。今日の会にも移住者の方が参加され

ているが、移住者がいなければすでに廃校になっていたかもしれない。 

〇鈴村教育長 

 ７年前に現在の人数の状況を予測した際は現状より３人少ない見込みだった。それが移

住があったため人数がわずかだが増えている。 

〇男性 E 

佐見の魅力をアピールして移住者を招くための活動をしている方がいるので、移住者が

増えることを期待している。 

 

（４）閉会あいさつ 高木係長 （９：００閉会） 


